
練馬区では、現在景観計画・条例の検討を行っています。

先日報告された「（仮称）練馬区景観計画（基本的な考え）」では、

練馬区の景観まちづくりの基本目標を「歩きたくなるまち ねりま」とし、

練馬区の景観の特性として、

「みどり豊かな住宅都市の景観」

「落ち着きのある住宅地の景観」

「にぎわいのある活動の場の景観」

の３つが示されています。

つまり、練馬区の景観を考える上で、歩いてみえる住宅地を中心とした

身近な街並みが重要です。

そこで、区内の身近な住宅地を対象として３回のまちあるきを行います。

今回のまちあるきは昨年に引き続き、参加者は、一緒に歩きながら、

魅力的な風景を探し、デジタルカメラで思いのままに撮影をします。

まちあるきのあとには撮影した写真を発表しながら、意見交換を行います。

なお、撮影した中から取っておきの写真をその場で絵はがきに印刷いたします。

さらに、３回のまちあるきで撮影した写真は、２月２６日～２８日に

練馬文化センターで行う「まちを切り撮る展」にて展示する予定です。

■申込

①講座名（撮りあるき第○回）、②住所、③氏名、④電話番号を記入の上、電話、

fax あるいは電子メールにて練馬まちづくりセンターまで

※参加者はデジタルカメラを持参してください　（貸出はありません）

■定員 10名（各回）※申込順定員締切

■参加費 60円（保険料）

■申込期間 第一回：１２月１４日まで

 第二回：１２月１１日～２４日まで

 第三回：１月４日～２２日まで

練馬まちづくりセンター

豊玉北5-29-8 練馬センタービル８F

TEL 3993-5451 
FAX 3993-8070　
e-mail kouza-entry@nerimachi.jp

亜


